
条例適用申請に対する処分個票 

ID: 78  

担当部署: 企画部 国際文化推進室 国際文化推進課  

処分の概要 講義室の利用の許可 

例 規 名 

根 拠 条 項 

芦屋市谷崎潤一郎記念館条例 第8条(第13条第3項において読み替える場合を

含む｡) 

例 規 番 号 昭和63年条例第7号 

【根拠条文】 

(講義室の利用) 

第8条 講義室を利用しようとする者は、市長の許可を受け、別表第4に定める使用料を納めな

ければならない。 

 

別表第4(第8条関係) 

区分 使用料 

講義室 午前9時～正午 1,420円 

午後1時～午後5時 1,830円 

 

(管理の代行等) 

第13条 市長は、地方自治法第244条の2第3項の規定により、記念館の管理を指定管理者に行

わせることができる。 

2 前項の規定により、記念館の管理を指定管理者に行わせる場合の当該指定管理者が行う業

務は、次に掲げる業務とする。 

(1) 記念館の利用の許可(第7条第1項の許可を除く。)に関する業務 

(2) 記念館の運営に関する業務 

(3) 記念館の施設、設備等の維持管理に関する業務 

(4) 前3号に掲げるもののほか、記念館の運営又は維持管理上市長が特に必要と認める業

務 

3 第1項の規定により、記念館の管理を指定管理者に行わせる場合の第4条の2第3項、第6条、

第7条第2項、第8条及び第9条の規定の適用については、第4条の2第3項中「市長は、特に必

要と認めるときは」とあるのは「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て」と、第6条、

第8条及び第9条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第7条第2項中「別表第3に定める

額の貸出料」とあるのは、「指定管理者は貸出しに係る利用料金」とする。 

 

【基準】 

 根拠条文に同じ。 

 

 

標準処理期間 1日 

備考  

 

 

設 定 年 月 日 平成28年4月1日 最終変更年月日 令和6年4月1日 


